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特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、下記のとおり特別損失を計上する見込みとともに、平成１７年１１月１１日付当社「平成
１７年９月期決算短信（連結）及び個別財務諸表の概要」にて公表いたしました平成１８年９月期の
業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１ 特別損失の発生及びその内容 

（１） 連結（通期） 
・ 当社グループでは、株式交換により、株式会社エースデュースコード、株式会社ファント

ム・フィルム、株式会社ラディクスエースエンタテインメント及び株式会社モバニメーシ
ョンをそれぞれ連結子会社とし、コンテンツに特化した総合エンタテインメント企業のリ
ーディング・カンパニーを目指しました。しかしながら、売上高、利益が当初の予定に達
せず、その結果として評価替えに伴うのれんの減損を計上することとなりました。当該減
損の計上により、特別損失が約７８７百万円発生いたします。 

（２） 個別（通期） 
・ 急速に変化する事業環境の中で、当社の出資している会社のうち純資産が帳簿価額を下回

っている会社について各社の事業展開における回収可能性を精査した結果、関係会社株式
評価損が約１５百万円、投資有価証券評価損が約６百万円を特別損失で計上いたします。 

 
２ 平成１８年９月期連結業績予想数値の修正（平成１７年１０月１日 ～ 平成１８年９月３０日） 

（単位：百万円，％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） ４，２１６ ２４９ １３０ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） ３，２７７ ８９ △７１７ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △９３９ △１６０ △８４７ 

増 減 率            （％） △２２．３ △６４．３ △６５１.５ 

（ご参考） 
前期実績（平成１７年９月期） 

１，３３７ ９４ △５３４ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期） △１７,９５７円３１銭 

 



 

３ 平成１８年９月期個別業績予想数値の修正（平成１７年１０月１日 ～ 平成１８年９月３０日） 
（単位：百万円，％） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） １６５ ０ △３ 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） １８４ １４ △８ 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） １９ １４ △５ 

増 減 率            （％） １１．５ － △１６６．６ 

（ご参考） 
前期実績（平成１７年９月期） 

４８１ ８７ ４２ 

  （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  △２２１円８８銭 

 
４ 修正の理由 
  平成１８年９月期の連結業績予想につきましては、売上高は前回発表を下回る３，２７７百万円

を見込んでおります。これは主に、コンテンツ制作事業において当初見込んでいた収益等を確保で
きなかったこと、コンテンツ流通事業で商品販売が伸び悩んだこと、出版業界の不況のあおりを受
けメディア事業の受注が落ち込んだこと等によります。この売上高の減少に伴い、経常利益は８９
百万円にとどまる見込みです。固定費等の削減に努めましたが、売上高の減少分を吸収するには至
りませんでした。当期純利益は、上記特別損失の発生により△７１７百万円（損失）を見込んでお
ります。 

  平成１８年９月期の個別業績予想につきましては、売上高は前回発表を若干上回る１８４百万円
を見込んでおります。経常利益は、前回発表を上回る１４百万円を見込んでおります。当期純利益
は、上記特別損失の発生により、前回発表を下回る△８百万円（損失）を見込んでおります。 

  なお、上記の予想は、本資料の発表時に入手可能な情報に基づき作成しております。実際の業績
は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

   

５ 今後の方針 
当社は平成 1８年９月期の業績予想の修正に際し、過年度までの経営方針を抜本的に見直し、負

の遺産を一掃するため、特別損失処理に踏み切りました。当社は当期の業績予想の修正を真摯に受
け、グループ組織の再編を前提としグループ内人事の見直し、及び収益基盤を強化してまいります。
現在、平成１９年９月期以降の事業計画『WEDGE VISION2010』を策定しており、新生ウェッジホー
ルディングスとしてグループ資産を最大限活用し、黒字化の実現を目指してまいります。決算発表
予定日(平成 1８年 11 月 17 日)に今後の新体制及び事業展開について公表させていただく予定でご
ざいます。 

 

以  上 

 


